外傷性尿道狭窄に対する尿道形成術の１例 by 冨田, 健介 et al.
８．BCG関連Reiter症候群の２例
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症例は54歳男性.風呂での転倒による騎乗型外傷で初
診,球部尿道損傷の診断.膀胱瘻管理の後,狭窄部切除,尿
道端々吻合による尿道形成を行った.現在はカテーテルフ
リーとなり排尿状態良好である.1 cm未満の尿道狭窄に対
しては,ブジーや内視鏡下の切開などによる拡張術を行う
ことが一般的であるが,再狭窄率も高い.尿道形成術は尿
道狭窄に対する最も成功率の高い治療法である.手術ビデ
オを供覧し,術式のポイントについて報告する.
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